
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育所や幼稚園、高齢者施設など、希望される施設に対して「ぎふ感染症かわら版」のメール配信もおこなっています。 

くわしくは岐阜県感染症情報センターホームページをご覧ください。 

今年夏、患者報告数の増加がみられた新型コロナウイルス感染症ですが、本格的な冬を迎

えるこれからの季節においても注意が必要です。第 46 週（11/13～11/19）以降、その患者

報告数は増加し続けており、これから年末年始にかけ、人流が活発になるなど、感染リスク

が高まる時期となります。今後のさらなる急増を防ぐためにも、日常生活での感染対策をお

願いします。 

新型コロナウイルス感染症の患者報告数に増加傾向がみられます。 

岐阜県感染症情報センター 

感染への注意が特に必要な人 

◆ 高齢者 及び 基礎疾患のある方  

令和 5年 12 月 14 日 岐阜県感染症情報センター（岐阜県保健環境研究所） 

新型コロナウイルス感染症は、飛沫感染や接触感染によってうつります。 

効果的な換気や手洗い、高リスクの方々を感染させないための配慮など慎重な対応をお願い

します。 

● 熱や咳などの症状がでたら 

マスクを着用し、 

早めに受診する 

● 診断されたら 

可能な範囲で家族と部屋を分け、 

こまめに換気する 

● こまめに手洗い・手指消毒する 

● 部屋を定期的に換気する 

● こまめに手洗い・手指消毒する 

● 人込みを避け、必要に応じマスクを着用する 

 

かからないために ほかの人にうつさないために 

受験など、重要な行事が

控えるこれからの季節、

感染症の流行を抑える

ためご協力をお願いし

ます。 


